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1 ．問題の所在
　2008年 8 月 8 日から17日間にわたって繰り
広げられた第29回オリンピック北京大会は、
過去最多の204の国と地域が参加し盛大に行わ
れた。日本は金メダル9個を含む合計25個のメ
ダルを獲得した。メダルの数では史上最多の金
16個を獲得した2004年のアテネ大会（合計37
個）には及ばなかったものの、北島康介選手が
2 個の金メダルをはじめ、今大会が最後の開催
となるソフトボール女子で世界一に輝く成果を
挙げた。その一方で、金メダルが期待された野
球の日本代表チームはメダルなしに終わり、チ
ームを率いた星野仙一監督がバッシングに遭う
事態にもなった。
　様々な話題を提供したオリンピックへの人び
との関心は高く、開会式の視聴率は37.3％（関
東地区世帯視聴率：ビデオリサーチ調べ）に達
したほか、全局全番組の放送時間は23355分に
もなり、平均視聴率は10.7％（関東地区視聴率：
ビデオリサーチ調べ）を記録した。
　ただ、今回の北京オリンピックは大会前から
これまでのオリンピックと比べ異なる性格を帯
びていた。チベット問題に端を発する聖火リレ
ーでの抗議行動や毒入り餃子事件、新疆ウイグ
ル自治区でのテロ事件など中国にとってマイナ
スイメージとなる事柄が重なり、開催すら危ぶ
まれる事態となっていた。そのため、各国が注
視するなか、緊迫した雰囲気のなかで開かれ、
成功が至上命題となった中国の威信をかけた側
面が色濃く出たものであった。
　本稿では、これまでのオリンピックとは異な
る状況で迎えた北京オリンピックを日本のマス
・メディア、とりわけテレビニュースがどのよ
うに伝えたのかに照準化し、言説分析を行って
北京オリンピック報道の特徴を明らかにするも
のである。その際、ニュースとは、事実をあり
のままに映し出すのではなく、何らかの意図の
もと出来事を取捨選択してストーリーをまとめ
上げた「物語」であるという立場を取る。
　スポーツと報道との関係においては、これま
でもナショナリズムとの関わりが指摘されてき
た。今回、問題とするオリンピックについて
は、阿部潔が国家間の友好・交流という理念と
各国家のナショナリズムの高揚という現実とが
入り組んだかたちで結びついていると述べたよ
うに、スポーツと政治とは密接な関係があるの
だ（阿部　2008：132）。
　先行研究でも、オリンピックやサッカーワー
ルドカップなどの世界規模のナショナルイベン
トでは、あたかも日本人全体が熱狂しているか
のような報道がなされ、応援放送化することが
指摘されている（横山　2007）。また、オリン
ピックに限ったことではないが、日本ではスポ
ーツの競技性よりも人間性に焦点を当てた報道
が多く、スポーツのドラマ化も批判を受けてき
た（森田　2007など）。
　本稿では、北京オリンピック報道において、
中国はどのように描かれたのか、および、過去
のオリンピック報道でも指摘されてきたナショ
ナリズムとの関係はどうだったか、人間性に焦
点を当てた報道が繰り返されたのかなど、今回
の報道の特徴とはいかなるものかを検証し、ど
んな「物語」が構築されたのかを北京オリンピ
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ック期間中のニュース番組のテクスト分析によ
って探っていく。
2 ．「物語」としてのスポーツ報道
2－ 1．「物語」の定義とスポーツ報道
　タックマンは、ニュースの制作とは「現実の
反映というより、現実を構築する行為である」
（タックマン　1978＝1991：18）と述べている。
こうした見解に立てば、ニュースとは事実のあ
りのままの反映ではなく、送り手側が何らかの
意図によって構成した「社会的構築物」となる。
つまり、出来事はマス・メディアに取り上げら
れることによって、人びとに認知され社会的現
実となっていく。マス・メディアとは「世界は
このようなものだといいきかせる」「物語提供
機構」なのである（井上　1998：16）。
　ここでいう「物語」とは、「現実あるいは架
空の出来事や事態を時間的順序および因果関係
に従って一定のまとまりをもって叙述したも
の」（井上　1996：21）と定義され、時間的順
序と因果関係が重要な要素となる。つまり、「Ａ
の次にＢがくる」という偶然的なものではな
く、「ＡゆえにＢがくる」という必然的な因果
関係が重視され、マス・メディアは様々な出来
事を結びつけることによってあるストーリーを
形づくっていく（藤田　2006：37）。
　スポーツ報道はとりわけ「物語」になりやす
い要素を持っている。マス・メディアにとって
は、勝ち負けがはっきりしていて選手や関係
者、観客の喜怒哀楽がストレートに表出される
スポーツは「感動」と容易に結びつくジャンル
であり感動を構造化しやすい。スポーツとは
「筋書きのないドラマ」であるとよくいわれる。
スポーツの真剣勝負に台本などはなく、勝敗の
行方は選手自身にも分からない。だからこそ感
動を呼ぶのであり、マス・メディアがスポーツ
を取り上げる際にもそうしたスポーツの予測不
可能性にスポットを当てることで人々をひきつ
ける。
　予測不可能性は様々な「物語」と結びつく。
試合前にはデータや選手個人の「思い」をつづ
ることによって勝敗を予測したり、試合後には
勝負を分けたものが何であったのかを選手の心
理や戦術を分析することによって明らかにしよ
うとする。そこには送り手の視点が必ず入り込
み、出来事を取捨選択して一つのものとしてま
とめ上げていく作業が必ず伴う。その結果とし
て、新聞の見出しやテレビのスーパーには大仰
な見出しや表現が目立つことになる。「運命の
いたずら」「愛娘にささげる勝利」などのステ
レオタイプ的な言葉が用いられ、「わかりやす
い」感動の「物語」が流布していく。
2 － 2．スポーツニュースと「物語」の構造
　スポーツを取り上げる際の「物語」化傾向
は、中立で客観報道が前提となるニュース番組
であっても変わらない。むしろ、ニュースでス
ポーツを取り上げる際には感動のドラマとして
語られることが多くなる。なぜならば、ニュー
スの放送時間は限られており、試合の展開をダ
イジェストに分かりやすく紹介することが求め
られるからであり、すでに終わってしまった出
来事を視聴者に興味を持ってもらうためにさま
ざまな趣向が凝らされる。スポーツニュースに
は「結果」以上のものが求められ、送り手の取
捨選択のもと「物語」として提示される。
　高橋徹は2002年に放送された「ニュースス
テーション」のスポーツコーナーを分析し、そ
こでは「やりすぎ」にも感じられる独特のスポ
ーツニュースのモードがあることを指摘してい
る。例えば、通常のニュースとは異なるカメラ
アングルや騒がしいと感じる音楽の挿入、大げ
さで早口な語り口などがそうである。スポーツ
ニュースは、スピード感をもった映像のつなぎ
と映像を補強するアナウンサーの「語り」の「過
剰さ」によってスポーツ中継とは違ったスポー
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ツの楽しみを提供し、いわば、「スペクタクル」
となって視聴者をひきつける（高橋　2006：
110）。スポーツニュースは映像面、言説面で
通常のニュースとは異なるモードで表現され、
人々にとっては「楽しみ」として消費されてい
く。
　では、スポーツニュースにおける「物語」と
はどのような構造を持っているのであろうか。
その問いの解明にヒントとなるのが、フィスク
が言及しているトドロフの物語モデルである。
トドロフのモデルとは、「社会的秩序とそれを
破壊する力の紛争についての社会的物語」とさ
れるもので、この場合、ニュースにとって価値
があるのは均衡を破壊または回復する出来事で
ある。
　もう少し詳しく述べると、このモデルでは、
均衡あるいは社会的調和の状態から始まり、こ
の状態が通常、敵役の行為によって壊される。
そして、「物語」は均衡の崩壊とその最終的な
解決の道筋を示すことになる。ここでの最終
的な解決とは、別の好ましい方向に拡張された
均衡の状態、あるいは、安定した均衡の状態を
もたらすことを意味する（フィスク　1987＝
1996：208－209）。
　「均衡・調和」が「破壊」され、「最終的な解決」
によって「均衡の回復」が図られるという物語
モデルはスポーツニュースにおいてはしばしば
用いられるお決まりの形式だ。例えば、2004
年のアテネオリンピックで金メダルを獲得した
選手がスランプに陥って成績が伸び悩み、その
後、家族や同僚の励ましを得て気持ちを奮い立
たせ、北京オリンピックで見事栄冠を手にする
というような分かりやすい「物語」形式が採用
される場合が挙げられる。
　この際、メディアは主人公を設定し、ヒーロ
ー、ヒロインが活躍する「物語」を描きがちで
ある。たとえチームスポーツであってもそこに
目玉となる選手を設定し、個人の「物語」を通
してスポーツを感動のドラマに仕立て上げてい
く。橋本純一が述べているように、メディアが
設定するヒーロー、ヒロインとは、「人々の価
値観や理想を体現するモデルとして大きな社会
的機能を担」い、「危険を冒し、困難を乗り越
えつつ、人々を日々の平凡なルーティーン的世
界から超自然的な脅威のワンダーランドへ導く
シンボル的存在」となる（橋本　2002：247）。
最近の例でいえば、甲子園で活躍した斎藤佑樹
投手 やゴルフ界の石川遼選手がその例といえ
よう。
　このほか、スポーツニュースの描き方の特
徴として、ジェンダーとの関連も指摘されてい
る。森田浩之はスポーツニュースの目線とは
中年男性のものであり、男女の区別や役割分担
という日本社会に残る価値観がニュースに現れ
ていることを指摘している（森田　2007：19
－45）。「男の視線」の存在は、1996年に開か
れたアトランタオリンピックの女子マラソンの
「語り」のほか（阿部　1999：113）、2000年シ
ドニーオリンピックにおいて、女性独自のスポ
ーツが「見られる性」として描かれたことがこ
れまでの研究で明らかになっている（飯田　
2002：77－81）。
2 － 3．スポーツの「物語」の権力作用
　では、スポーツの「物語」はオーディエンス
にどのような意識を生じさせるのであろうか。
スポーツに限定して考える前に、メディアが提
供する「物語」が人びとの意識にもたらす作用
についてまとめておく。フィスクとハートレー
は、テレビ視聴とは、外部で起きる出来事を「自
然化」するのであり、連続ドラマやソープオペ
ラ、ホームコメディからニュースにいたるま
で、これらの番組が補強し繰り返すのは同一の
意味であるとしている（フィスク・ハートレー
1978＝1991：218－219）。同一の意味とは社会
全般に共有されている価値観のことであり、メ
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ディアが供給する「物語」はその価値観を補強
し、再生産する働きを持っている。つまり、メ
ディアとは「権力装置」、「文化装置」と位置づ
けられ、われわれのリアリティを構築し個人の
アイデンティティにも影響を及ぼしているとも
いえよう（伊藤　2002：9）。
　留意しておかねばならないのは、ここでの
「権力」とは、さまざまな強制力を用いて他者
を服従させるような支配・従属関係を確立する
ものではないことである。「物語」においては、
権力を行使する主体は明確ではなく、社会の
大多数の人々が承認している事柄として社会に
広く行きわたっているものを意味する（大石　
2000：235）。つまり、「物語」とは人々の意識
や共同体が共有している価値観に支えられてい
るのであり、オーディエンスに「教訓」「喜び」
「恐怖」「憐れみ」といった人生訓や感情をもた
らすのである（藤田　2006：37）。
　したがって、「物語」とは、日常生活に埋め
込まれた「常識」が具体化したものであり、人
びとの欲望や価値に枠をはめて無意識に一定の
方向に仕向けることを可能にする権力作用を持
っている。「物語」によって提示された見方は
人々の視座を固定化し、再生産されていく（大
石　2002：236－238）。さらには、こうした「物
語」が積み重なって人々の共通の記憶、つまり、
アルヴァックスがいったような「集合的記憶」
となって日本人共通の記憶として受け継がれ、
「想像の共同体」（ベネディクト・アンダーソン）
を構築していくことにつながる。
　本稿で問題とするスポーツの巨大なイベント
は、人びとの記憶を編制し後世に受け継がれる
性格を有している。東京オリンピックは日本
の高度経済成長期にあたる1964年に開催され、
女子バレーボール決勝の日本対ソ連戦は関東
地区の世帯視聴率が80.3％を記録した。人びと
はテレビでオリンピックを知り、テレビが提供
した「擬似環境」が人びとの現実となった（牧
田　2003：228）。この東京オリンピックを契
機にテレビの契約件数は爆発的に増えることに
なり、テレビは「集合的記憶を編制するもっと
も重要なメディア」（伊藤　2003：175）となっ
た。つまり、オリンピックとは巨大なメディア
・イベントとして人びとの生活に埋め込まれて
記憶を形成する。
　メディアによるスポーツの表象は「物語」性
を帯びてイデオロギー作用を伴うのであり、人
々の感情を喚起しながら人びとの意識、常識を
反映した教訓や規範、ステレオタイプが再生産
されていく。
　
3 ． オリンピック報道におけるナショナ
リズム／ヒューマン・インタレスト
・ストーリー
3－ 1．ナショナリズムとスポーツ報道
　本稿ではメディアの報道内容を「物語」とと
らえて考察を進めていくが、その際に着目する
のはスポーツ報道がいかにナショナリズムを構
築するのかという視点である。
　ナショナリスティックな意識の醸成にメディ
アが寄与していることはスポーツ報道に限らな
い。大石裕は、「われわれ」意識の形成へのマ
ス・メディアの関与を指摘し、国家単位でなさ
れる報道が国民レベルのナショナリズムと緊密
な関係を持つことの危険性に言及している（大
石　2004：228－229）。人びとは、毎日のニュ
ース視聴によって無意識のうちに国家という社
会の一員であることを再確認することになり、
「われわれ」は何者かというアイデンティティ
意識がつくられていく（大石　2000：242）。
　普段、人びとが日本人であることを意識する
ことは少ないが、日常において国家が前景化す
るのがスポーツである。国際試合では、選手も
見る側も「日本人」「日本」を意識し、マス・
メディア側もことさらに国家の存在を強調して
「星野ジャパン」「なでしこジャパン」などと、
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日本人としての一体感に重きを置いた言い方を
する。よりナショナリスティックな意識が表象
されるのがスポーツという分野である。ナショ
ナリティの強調はグローバル化の反作用ともい
える。昨今は日本のメディアが外国における日
本人選手の活躍を取り上げ、衛星回線を使って
ライブで見る機会が増えている。しかし、その
報道姿勢はグローバル化とはほど遠い内向きと
なっているのが現実なのである。
　例えば、オリンピックやサッカーワールドカ
ップなどの一大イベントではその傾向が顕著と
なり、新聞やテレビでの報道メダルの数争いに
焦点が絞られ、日本人の活躍のみが大きく報じ
られて、外国人選手の動向が手薄になる傾向が
みられる。こうした日本人の成功の「物語」は
アイデンティティ醸成につながり、「日本人で
あることの誇り」を再確認することに過ぎない
との指摘もなされている（高橋　2006：116）。
　2002年に日韓共催で行われたサッカーワー
ルドカップにおける報道を分析した坂本佳鶴恵
は、日本の「世界」に関する報道について、「そ
れぞれが自国チームを応援するという国民国
家を単位とする世界的な祝祭空間の創出」とな
り、「世界に関する報道は、国家を越えるもの
ではなく、むしろ国家に対する意識を強化する
言説として機能」したと結論づけている（坂本
2006：115）。
　国際試合でしばしば用いられるのが「ライバ
ル・フレーム」である。これは、外国がオリン
ピック報道で登場する際には日本チームの対戦
国として、また、外国人が登場する際には日本
選手のライバル選手として描かれる枠組みであ
る。この際、日本や日本選手との過去の試合が
因縁として紹介されるなど、ことさらライバル
物語が強調されるきらいが指摘されている（上
瀬　2007：284）。また、本来は中立で客観報
道が求められるニュースにおいてもオリンピッ
クは特別な位置を占めているのであり、あから
さまな自国びいきの「応援放送」が常態化して
いる（横山　2007：303）。
　しかし、阿部潔が指摘するように、政治的な
ナショナリズムが警戒されるのとは対照的に、
国を代表する選手たちの活躍が喚起する集団
意識や連帯感情が「健全なナショナリズム」と
してとらえられる場合もある（阿部　2008：
136）。その根拠は自国を応援するのは当然だ
という立場から生じるものだが、阿部は、「た
とえ間接的であれ、現実世界での紛争や戦争を
煽り激化させること」もあり、スポーツによ
って「味方＝自分たち／敵＝奴ら」とが峻別さ
れることによって相手との対立感情が激化して
いくことへの危険性に言及している（阿部　
2008：137－138）。
　2002年サッカーワールドカップ報道におけ
る外国イメージの表象についての分析では、メ
ディアの描き方がカメルーンや韓国など事前に
抱かれていたステレオタイプが強化される点が
指摘されている（上瀬　2004：255）。つまり、
スポーツ報道が従来の国家イメージをより補強
する危険性があり、スポーツにおけるナショナ
リズムを「健全」なものとして肯定することに
は留保が必要であり、外国イメージのステレオ
タイプ化や国家意識の強化に結びつくことも忘
れてはならない。
3 － 2． スポーツ報道が描くヒューマン・イ
ンタレスト・ストーリー
　これまで述べてきたことは、いわば「公」へ
のコミットメントといえるが、スポーツニュー
スの特徴として指摘されることの多い「人への
照準」つまり個人への関心ということについて
考えてみたい。
　ニュース報道とは公共的言論空間を構築する
営みである。しかし、最近はヒューマンインタ
レストに基づいたソフトニュース が多くなる
傾向があり、政治や経済などのハードニュース
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であっても生活に密着した情報を提供したり、
人に焦点をあてた報道姿勢が目立っている。い
わば、ニュースの娯楽化という現象が起きてい
る。娯楽化はここ20年ほどで進行したもので
あり、「エンターテイメント化」「ソフト化」「タ
ブロイド化」といった言葉で形容される（伊藤
2006：6）。
　より人間性を重視する報道姿勢への移行は、
メディアが提供する情報内容そのものの変化を
もたらした。石川旺は1970年代以降の人びと
のメディア接触の動機に注目していて、知識を
得るための「手段」としての役割と、メディ
ア接触そのものが満足をもたらす「目的」とし
ての役割とに二分している。近年、顕著とされ
ているのが後者であり、受け手にとっては様々
な感情体験が主目的となって「情緒的」「感情
的」なメディアへの接触の仕方となる。伊藤守
は『テレビニュースの社会学』（2006）におい
て、昨今のニュースが視聴者との情動によって
結ばれた関係を志向し「感情の共同体」が構築
されていることを指摘しているが、石川がいう
メディア接触とは、送り手と受け手との間に感
情で結ばれた親密な関係が築かれることを意味
する。
　勝負によって人々の喜怒哀楽が表面化しやす
いスポーツの世界では、メディア側からしても
「物語」によって親密性をつくり出すことが容
易であり、「分かりやすい」物語として家族愛
や師弟愛などが語られることになる。分かりや
すい物語にしていくということは、スポーツと
して語られないことを意味する。玉木正之はこ
うしたメディア側の姿勢を強く非難していて、
スポーツ以外のものに「落とし込もうとする」
という表現を使っている。そして、その姿勢は
スポーツをスポーツとして評価することに対す
る評価の低さからくるものだという指摘をして
いる（玉木　2000：18）。
　また、西島建男は「読者や視聴者の面白主義
に迎合して大衆社会の匿名言語で物語をつくり
だしていく報道手法」を「物語ジャーナリズム」
と呼んでいる。それは、「大衆社会から逸脱さ
れたものを排除・差別していくシステムの上」
にのっかっていて、その結果、ステレオタイプ
で類型化された大衆の欲望を正当化するのだと
いう。スポーツ報道で描かれるヒューマンスト
ーリーは人生の生き方、社会の在り方の象徴と
しての役割を担い、イデオロギー作用を伴いな
がら人びとの意識を形づくる（西島　2000：
30－32）。
　スポーツ取材に携わる現場からもこんな自
己批判がある。現役の新聞記者である滝口隆司
は、「われわれの世代が伝えてきたスポーツの
『人間ドラマ』はどうも安っぽくなってしまっ
たのではないか、という反省がつきまとう。人
間ドラマといえば、『勝負』以外の部分だ、と
いう風潮がずいぶんと強くなってしまったよ
うに思えるからだ」（滝口　2008：21）と反省
を込めて述べている。その例として挙げている
のが、今回の北京オリンピックにも出場した女
子レスリングの浜口京子選手の父・アニマル浜
口さんのパフォーマンスである。テレビ局がア
ニマルさんの「京子、気合だ」などと叫ぶ映像
を浜口選手の試合の模様に必ず挿入する背景に
は、勝負とは別に、父と娘との関係に焦点を当
て、大衆受けする映像を望むという送り手側の
意図がみえてくる。
　前に述べたように、娯楽化したニュースにお
いて志向されるのは「分かりやすさ」である。 
不特定多数の視聴者にとってスポーツを「分か
りやすく」受け止めてもらうための戦略が「人
間ドラマ」つまりヒューマン・インタレスト・
ストーリーなのであり、視聴者の関心をひく手
っ取り早い方法として用いられているのではな
かろうか。
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4 ． 北京オリンピックはどのように語ら
れたか
　続いて、2008年 8 月の北京オリンピックで
は、いかなる「物語」が語られたのかを日本の
民放で夜に放送されたニュース番組を例に分析
する。
4 － 1．分析手法と内容
　分析の対象は、テレビ朝日系「報道ステー
ション」、TBS系「NEWS23」、日本テレビ系
「NEWS　ZERO」の 3 番組 である。以上の 3
番組について、開幕前日からオリンピック閉会
後の翌週の月曜日までの番組を録画し、開幕当
日の 8 月 8 日をはじめ、北島康介選手の金メ
ダルや女子ソフトボールの金メダルなど日本勢
が特筆すべき活躍をした日の放送を抽出した。
その上で、ナレーションやキャスターのコメン
ト 、映像からいかなる「物語」がそこに見出
されたのかを分析した。
4 － 2．分析結果
4 － 2－ 1． 開会式の報道にみる中国イメー
ジの表象
　前述の通り、今回のオリンピックは従来のお
祭り的要素である「スポーツの祭典」としての
性格のみならず、中国の人権問題、新疆ウイグ
ル自治区でのテロ事件などもからみ不安を抱え
るなかでの開幕であった。こうした事情を日本
のニュース番組はどう織り込み、いかなる意味
づけを行ったのか。8 月 8 日（金）の開幕日の
各番組の報道を概観してみよう。
　表 1 は、8 月 8 日のそれぞれの番組の放送時
間と中国報道の占める割合である。五輪情報と
は、開会式の様子や日本人選手の動向などオリ
ンピックそのものに関する情報で、周辺情報と
は日中首脳会談や中国の人民の姿などオリンピ
ックに関係はあるが、スポーツや大会そのもの
にはカテゴライズされないものである。この両
者を足したものを中国関連として示している。
　みて分かるとおり、どの番組でもかなりの時
間を割いてオリンピックについて報道したこと
が分かる。では、それぞれの番組の特徴を述べ
ていく。
（ 1 ）テレビ朝日系「報道ステーション」
　「報道ステーション」では、ニュース時間の
およそ半分を中国関連情報が占めている。
　そのうち、開会式や選手情報と周辺情報はほ
ぼ同じ割合であった。特徴的だったのは、番組
冒頭で開会式の映像が盛り込まれたものの、オ
リンピックの開催には直接には触れられず、日
中首脳会談と冷凍餃子問題が報道された点で
ある。ナレーションでは「スポーツの祭典の裏
で繰り広げられるオリンピック外交」と伝えら
れ、オリンピックのお祭りムードとは一線を画
した報道がなされた。その後も、中部国際空港
発の中国便が爆破予告で引き返したことやトル
キスタンイスラム党のテロ予告、新疆ウイグル
自治区でのテロ事件、世界各国でのデモ事件が
表 1　8月 8日　3番組の中国関連情報の時間と割合
ニュース総時間 中国関連 五輪情報 周辺情報
報道ステーション 59分18秒 31分14秒（52.7） 16分26秒（27.7） 14分48秒（25.0）
N E W S 2 3 49分56秒 22分03秒（44.2）  8分45秒（17.5） 13分18秒（26.6）
N E W S Z E R O 41分28秒 30分53秒（74.5） 25分23秒（55.3）  5分30秒（19.2）
（注）ニュース総時間は放送枠からCMやオープニングタイトルなどを除いた時間
　　 括弧内はニュース総時間に対する割合（％）
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報道された。
　後半のスポーツコーナーになって初めてスポ
ーツの話題が登場し、北京オリンピックのキャ
スターである野球解説者の栗山英樹氏や元プロ
テニスプレーヤーの松岡修造氏を交えて、メダ
ルが期待される日本人選手の紹介がなされた。
（ 2 ）ＴＢＳ系「NEWS23」
　「NEWS23」は、3 番組のなかで一番北京オ
リンピック報道が占める割合が小さく44％あ
まりだった。五輪そのものよりも周辺情報の割
合が高いのが特徴である。
　オープニングから説明すると、冒頭で開会式
の様子が紹介された後、現地キャスターの出水
麻衣アナウンサーが開会式の華やかな様子を
伝えた。それを受けて、東京にいる後藤謙次キ
ャスターと膳場貴子キャスターが感想を述べた
後、表情を変えて「その一方で気になる話も入
ってきています」と切り出し、新たなテロを示
唆するビデオ声明や航空会社へのテロ予告のニ
ュースを伝えた。その後、北京にいる三澤肇キ
ャスターを呼び、現地の様子を伝える形がとら
れた。
　出水アナウンサーが開会式をリポートした
後、カメラが東京に切り替わってからのキャス
ターのコメントのトランスクリプトは次の通り
である。
　後藤： 開会式、さすが13億人の中国のパワ
ーの底力みせつけられましたね。
　膳場： そうでしたね、ショーも圧巻で感動し
ましたね。
　膳場： その一方で、気になる話も入ってきて
います。新たなテロを示唆するビデオ
声明が公開されました。さらに日本で
は、ある航空会社にテロ予告が送りつ
けられたため、航空会社が運航を見合
わせるなど混乱が生じました。
　後藤： 緊張感が高まるなかでの開会式となっ
たわけですが、さっそく北京の三澤さ
んに聞きます。三澤さん。
　（ここから北京のスタジオ）
　三澤： 北京です。開会式が始まる 1 時間ほ
ど前からですね、オリンピックの会場
周辺はもちろんのことなんですけれど
も、まあ空港、市内の主要箇所といっ
たところに厳しい厳しい規制が敷かれ
ていました。直前の新彊ウイグル自治
区でのテロ、そして犯行予告、そうい
った不安を色濃く反映したような形に
なっています。……
　三澤キャスターのコメント後のVTRでは、
結婚届を出すカップルや出産を喜ぶ女性など北
京市民の沸き立つ姿を伝え、「北京は五輪ムー
ド一色となった」とナレーションが流れた後、
天安門広場での警戒態勢や中部国際空港へのテ
ロ予告、開会式を成功させるための人工降雨機
の使用などが報じられた。伝え方はお祭りムー
ドというよりも、中国を取り巻く環境の不安定
さに重きを置くものであり、そのトーンは「テ
ロ、チベット問題、四川大地震の被害、様々な
不安や緊張を抱えながら17日間の祭典が始ま
った」とするナレーションに集約されていたと
いえよう。
（ 3 ）日本テレビ系「ＮＥＷＳ　ＺＥＲＯ」
　最も五輪関連の情報が多かったのが「NEWS 
ZERO」である。全放送時間のうち、74％余り
をオリンピック関連情報が占めている。その大
部分が開会式や日本人情報であり、前述の 2 つ
の番組が影の部分を伝えることに軸足を置いて
いたのに比べ、「NEWS　ZERO」ではお祭り
ムードを前面に押し出していた。現地には、村
尾信尚、櫻井翔、鈴江奈々キャスターの 3 人が
乗り込み、番組では、キャスター自身のリポー
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トを盛り込みながら開会式当日の北京の熱狂ぶ
りを報道した。3 人のはしゃぎぶりは次のよう
なキャスタートークに現れている。村尾、鈴江
両キャスターによる番組冒頭でのやりとりは以
下の通りであった。
　二人：ワンシャンハオ、こんばんは。
　村尾： ついに北京オリンピックが開幕しまし
た。
　鈴江： 現在も開会式が行われていますあち
らの鳥の巣のすぐ近くからお送りしま
す。
　村尾： 皆さんちょっとこちらをごらんくださ
い。すごい今、人垣があるんですよ。
　鈴江： これ何だか分かりますか。実はこの人
垣の奥にこれから入場する各国の代表
選手がずらーっと並んでいるんです
よ。
　村尾： 次々とねー国旗がねーいます、今、ベ
トナムの国旗だ。
　鈴江： 今一番前にある真っ赤な旗がベトナム
の国旗ですね。これからまさに鳥の巣
に入場行進をする代表選手の皆さんを
ちょっとでも写真撮りたいってね。
　村尾： そう、それからもうねー何かもう騒々
しいって感じだねー。
　鈴江： あちこちで記念撮影が行われています
ねー。……
　村尾： それでねー、あの、今日私たちね、開
会式を見てきたんですが、これ鳥の巣
なんですが、外見は鳥の巣なんです
よ。だけど中に入ると坩堝の中にいる
感じで色んな国の人が同じ演出を見て
いるんですよ。僕、その一体感、これ
がたまらなく体に感じましたねー。
　鈴江： もう本当に夢のような時間だったんで
すけども、さっそく。
　村尾： その夢の開会式ご覧ください（この後
VTRが流れる）。
　両キャスターは興奮した表情で身振り手振り
を交えながら今まさに北京オリンピックが開幕
したことをはしゃぎながら伝え、村尾キャスタ
ーはオリンピックの理念である平和、友好を示
唆する文言を織り込みながら世紀の祭典開幕を
祝福する立場から開会式を伝えた。
　ただし、この後には中国国内の矛盾が紹介さ
れ、他の番組同様に中国国内の警備体制の厳し
さや不都合を被る人びとの存在に焦点を当て、
必ずしもお祭りムード一色ではないことが合わ
せて報道されていた。
　以上、3 つの番組について開会式の報道にお
ける特徴をまとめたが、分析から明らかになっ
たのは、今回の報道では、祝祭ムードとともに
中国の警備体制の厳しさやテロ予告など中国の
負の側面がクローズアップされていたことであ
る。山本明も指摘している通り、こうした中国
の報道姿勢は、これまでの中国イメージを踏襲
したものであり、中国の後進性、ネガティブな
イメージを強調することにつながったともいえ
る（山本　2008：29）。
　もともと国家的な大イベントであるオリンピ
ックでは、莫大な国家予算をつぎ込み護衛体制
が敷かれる。それは北京オリンピックに限った
ことではない。阿部潔は、スポーツを通じた世
界各国の友好が戦時にも匹敵する警備、軍事の
うえに成り立っていると述べた上で、「非日常
的でグローバルな楽しさや感動は、オリンピッ
ク開催前から周到に準備される日常的な警備と
監視の強化があってはじめて、人々に享受され
うる」（阿部　2004：44）と述べている。つまり、
オリンピックやワールドカップなどの世界的な
イベントは監視の目によって支えられているの
である。とするならば、今回の報道による過剰
な中国当局の警備体制の強調は、日本人が一般
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的に抱いている中国イメージから逸脱すること
はなく、むしろステレオタイプを強化すること
になったといえるのではないか。
　 8 月 8 日の開会式の後も、オープニングの
花火がCGであったことや開会式で見事な歌声
を披露した少女が実が口パクだったこと、民族
衣装を着た子どもが少数民族の子どもたちでな
いことなどが批判の対象となり、ニュース報道
のなかでは様々な問題を抱える中国の姿が強調
されることになった。
4 － 2－ 2． ナショナリズムの構築とヒュー
マン・インタレスト・ストーリ
ーの強調
　続いては、オリンピック報道の特徴とされる
ナショナリズムとのかかわり、また、ヒューマ
ンストーリーをどのように描き出したのを明ら
かにする。
　これまでのオリンピック報道で指摘されてき
たのは、メダルが期待される選手あるいはメダ
ルを獲得した選手に対する報道量が増える点で
ある。今回の報道でも大会前からメダルへの期
待が語られ、大会開催中はメダル期待種目に報
道が集中することになった。北京オリンピック
報道では、いかにナショナリズムが構成され人
間ドラマが描かれたのだろうか。北島康介選手
が100メートル平泳ぎで優勝した 8 月11日のニ
ュースを中心にみていくことにする。
　
（ 1 ）金メダルの伝え方とナショナリズム
　 3 つの番組とも冒頭でこのニュースが伝え
られた。各キャスターが笑顔で北島選手の快
挙を喜び、まるで日本中が沸き立っているか
のような報道がなされた。この日の「NEWS 
ZERO」をみてみよう。番組冒頭では、東京で
4 人のキャスターが北島選手の勝利を称え、北
京にいる櫻井翔キャスターに呼びかけた。そこ
でのやりとりは以下の通りである。
　村尾： こんばんは、やっぱり北島選手強かっ
たですね。
　小林：強かったですね。
　村尾： 見事、世界新記録での金メダル獲得で
す（ 4 人全員で拍手）。
　小林： レース後のインタビューの涙がぐっと
きましたね。
　村尾： さっそく、北京を呼んでみましょう。
櫻井さん、金メダルの瞬間を目の前で
見ていたそうですね。
　（ここからは北京のスタジオ）
　櫻井： そうなんです。僕は目の前で日本人選
手の金メダルの瞬間見るの、はじめて
だったんですけども、それは本当に興
奮し、感激しました。……
　番組では、こうしたキャスターのやりとりが
あったあと、VTRが流される。VTRは、北島
選手が会場に入る様子から始まり、北島選手が
普段練習をしている東京都豊島区のスイミング
スクールで子どもたちが声援を送る様子がレー
ス前に挿入され、その後、レース映像が続く。
実況を使いながら優勝したレースを振り返り、
泳ぎ終えた北島選手が喜ぶ姿とともに、両親が
立って拍手をする姿、会場の櫻井キャスターと
鈴江キャスターが「やったー金メダル」と叫ぶ
様子も挿入され、レースを見守っていた東京か
らも祝福の声や「金メダルおめでとう」の垂れ
幕やクス球が割られる映像が流れた。また、北
島選手金メダル獲得に沸き立つ地元の熱狂ぶり
も伝えられた。その後には、北島選手本人のイ
ンタビューで、感極まってタオルで顔を覆う姿
と「何も言えねー」という言葉が伝えられ、表
彰式の晴れ晴れとした表情が映し出された。
　番組では、その後も東京のスタジオから北京
の特設スタジオが結ばれ、再度、北島選手の金
メダル獲得についてキャスター同士の次のよう
な興奮した会話が行われた。
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　村尾： さあ、櫻井さん、北島康介選手、レー
ス後ふるえたでしょ。
　櫻井： いやー全身に鳥肌立ったのは生まれて
初めてでした。……笑顔、険しい表情、
涙、そして笑顔と、北島選手の思いの
たけを見られたと思います。……たく
さんのプレッシャーがあったなか、今
日勝てた理由は、ひとつあると思うの
はですねー。4 年間のなかでここまで
調子を合わせられたのは初めてだった
とおっしゃってましたねー。……北島
選手、次の200メートルもやってくれ
ると信じています。
　鈴江： 200メートルはいよいよ明日から早速
予選が始まります。村尾さん、東京か
らはどんなふうにご覧になっていまし
たか。
　村尾： いやー、北島選手の話で持ちきりです
よ。午後以降のテレビ、新聞、もう北
島選手一色でしたけれども……。
　このように、各キャスターは、まるで自分の
ことのようにはしゃぎながら、手放しで北島選
手の金メダルを祝福している様子であった。画
面のスーパーには「各国が絶賛」という文字が
躍り、北島選手の金メダルは日本はもとより世
界的な偉業として伝えられた。
　分析した 3 番組には共通した表現方法があ
った。それは、日本人全員が北島選手を応援し、
メダル獲得に日本中が沸いたという描き方であ
る。ここでは「日本人＝われわれ」は自明視
されていた。例えば、「報道ステーション」の
VTRでは、勝利を飾った北島選手の姿を見て
東京でうちわを振って喜ぶ様子がとらえられ、
「午前11時半、日本中が感動に包まれた瞬間だ」
というナレーションによって日本全体が応援し
ているかのように見せる演出が施されていた。
その演出の要素となるのがレース映像に挿入さ
れる地元の応援する姿、街頭インタビュー、家
族や恩師からのコメントである。「NEWS23」
では、このほか、レスリングの浜口京子選手を
はじめ野球の星野仙一監督、福田首相のお祝い
コメントも紹介され、祝福ムードを一層盛り上
げた。
　こうした編集技術、つまり、異なる場所、時
間で撮影された映像を挟みこむ映像手法はイン
サートと呼ばれる。映像作家の森達也は、イン
サートとは映像の作為を象徴する方法であり、
日時が違うシチュエーションを一つのシーク
エンスにまとめてしまうと警鐘を鳴らす（森　
2005：88）。まさに、この手法を用いてニュー
ス番組は「日本中が沸いた」とする「社会的現
実」を構築したのだ。
　さらには、番組のキャスターが果たす役割は
大きい。彼らは、「信じています」「やってくれ
ると思います」といった言葉を使い、日本人の
応援団の代表としてスタジアムから声援を送
り、メダル獲得を喜び感動する。「NEWS23」
の出水アナウンサーは優勝の瞬間、「やったー、
世界新記録で優勝、すごーい」と興奮気味にス
タンドで叫んでいた。キャスターの感情の表出
も意図的に挟み込まれるものであり、冷静沈着
に出来事を伝えるニュースキャスターの姿はそ
こにはない。
（ 2 ）北島選手の凄さを語る「物語」
　 8 月11日の「報道ステーション」では、単
にメダル獲得を喜ぶのではなく、2004年のア
テネオリンピック後、スランプに陥った北島選
手が金メダルを獲得するまでが困難克服の「物
語」として語られた。その「物語」とは、アテ
ネオリンピックの後、ライバルの存在、度重な
る故障、モチベーションの低下という三つの戦
いがあり、2006年の 8 月のパンパシフィック
選手権でライバルのハンセン選手に敗れたこと
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をきっかけに闘争心に火がつき、水泳フォーム
の改造などにも取り組んで悲願の金メダルをつ
かんだというものだ。番組では、ナレーション
で「この 4 年間、どれだけの苦難を乗り越え、
ここまでたどり着いたのか、その道のりを一番
知る彼だからこそ、今日いつまでもタオルに顔
をうずめたのだ」とのコメントが流れた後、表
彰式での晴れやかな表情が映し出されるという
構成になっていた。
　その後、東京のスタジオでは古舘キャスター
に加えて、河野明子キャスター、鳥越俊太郎コ
メンテーターによるトークが繰り広げられた。
そこでの会話は以下の通りである。
　古舘： 教えてもらうことがいっぱいあります
よ。
　河野：はい。
　古舘： やっぱり、最後に勝利を獲得できると
いうのは、とどのつまり、自分との戦
いに勝たなきゃだめなんですね。うー
ん。
　河野： あの涙が 4 年間の努力を物語ってまし
たね。
　古舘：そうでしたね。
　鳥越： 僕はね、人間だれもね、精神と肉体の
ピーク、どこに持ってくるかじゃない
ですか。やっぱりきっちりとこのオリ
ンピックにもってくる力が凄いなと。
……
　古舘： いやー。本当にいくつもの波のなかを
泳いできたわけですよね。……
　前に述べたとおり、スポーツの「物語」は
困難を乗り越えた人間にスポットを当てること
で、一つの教訓として私たちの意識に残ってい
く。「報道ステーション」での北島選手の「物語」
は、技術的な面にも目を配って北島選手の強さ
の秘密に探りながらも、最後には、北島選手の
ヒューマン・インタレスト・ストーリーが語ら
れ、古舘キャスターらのトークによって、北島
選手の金メダル獲得までの過程が一種の教訓と
して語られていた。
　鳥越氏は、8 月14日に北島選手が 2 個目の金
メダルを取ったときにコメントを求められ、北
島選手と大リーグで活躍するイチロー選手に重
ね合わせて称えた上で、「僕らは世界中をひれ
伏すアスリートを持つことができて幸せ」とい
う発言をしている。このコメントは日本（人）
の代表であるアスリートを「私たち＝日本人」
の誇りとして捉える見方といえよう。
（ 3 ） 北京オリンピック報道におけるヒューマ
ン・インタレスト・ストーリー
　このほか、今回の北京オリンピック報道で
は、これ以外にも、家族愛、師弟愛をクローズ
アップした報道も目立っていた。その例として
いくつか挙げてみる。
　①　競泳男子200メートルバタフライで銅メダ
　　　ルを獲得した松田丈志選手と久世コーチ
　宮崎県延岡市で育ち、ビニールハウスで練習
していた松田選手が慕っていた久世コーチの存
在をクローズアップし、大学時代は二人で下宿
生活していたことなどを取り上げ二人の絆に焦
点を当てた（ 8 月13日「報道ステーション」）。
　②　 レスリング男子55キロ級で松永共広選
手が28歳でのオリンピック初出場で悲
願の銀メダル獲得
　松永選手は、5 歳からレスリングを始め中学、
高校と数々のタイトルを手にするも、4 年前の
アテネではライバルに破れ夢を絶たれた。しか
し、仲間や恩師の励ましで28歳にしてようや
く五輪切符を得る。レスリングを始めて22年
でつかんだメダルまでの道のりが父親や友人、
恩師のインタビューを挟みながら語られた（ 8
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月19日「報道ステーション」）
　③　 ソフトボールで金メダルを獲得した西山
麗選手と上野由岐子選手
　西山選手は生まれつき心臓弁に問題があり思
うようにプレーできなかったが、オリンピック
の存在が西山選手に手術に踏み切らせ、チーム
の中心選手として活躍した。ナレーションでは
「西山が切り開いた金メダルの道」と語られた。
また、上野選手は、アメリカに短期留学し精神
的に強くなった点が強調された（ 8 月21日「報
道ステーション」）。
　④　 陸上男子400メートルリレーでリレー種
目初のメダルを獲得した日本チームの朝
原宣治選手
　36歳の朝原選手を支え、一度は引退宣言し
た夫を再度挑戦に踏み切らせた妻・史子さん
（過去、シンクロナイズドスイミングでオリン
ピック出場）の存在に焦点が当てられた（ 8 月
22日「NEWS23」）
　このように、たとえ一流のスポーツ選手が集
うオリンピックの舞台であっても、そこで語ら
れるのはスポーツそのもの、つまり、選手の身
体的な凄さではなく、選手の「思い」や選手を
支える人々の存在である。もちろん、全くスポ
ーツとしての要素がないわけではないが、送り
手はこうした人間ドラマに「落とし込む」こと
で分かりやすい人間ドラマをつくり、人びとの
情緒に訴えかけようとする。
　また、前述の「ライバル・フレーム」につい
ては、ソフトボールでのアメリカ、野球準決勝
での韓国、シンクロナイズドスイミングでの
中国などで、ことさらライバル関係が強調され
るきらいが確認された。特に野球で日本が準決
勝を戦った韓国に関しては、韓国のニュース
や「日本にだけは勝ってくれると思っていた」
という韓国人のインタビューも挿入し、「因縁
の対決」を誇張して伝える報道も見受けられた
（ 8 月22日「NEWS　ZERO」）。
5 ．結　語
　本稿では、8 月のオリンピック期間中、開会
式が行われた 8 月 8 日、北島選手が100メート
ル平泳ぎで金メダルを獲得した 8 月11日の放
送を中心に、民放 3 局で放送されたニュース番
組の言説分析を行い、北京オリンピックにおけ
る報道の特徴を分析した。
　知見として得られたのは、人権問題など様々
な問題を抱えていた中国での開催という特殊事
情から、「平和の祭典」としてのお祭りムード
よりも、威信をかけた中国当局の厳しい警備態
勢やテロの危険性が強調された点である。そ
の報道は、開幕後に明らかになった開会式のＣ
Ｇ偽装や口パク問題なども含めて「危険で不可
解」という従来の中国イメージをなぞるもので
あった。
　また、本稿の主要なテーマであるナショナリ
ズムとの関わりでいうと、今回もこれまでのオ
リンピック同様、メダル獲得を願い、獲得した
際には手放しで祝福する応援放送化の傾向がみ
られた。レース映像には、日本で応援する人び
との姿、両親や支えてくれた人の喜びの声を挟
み込み、「われわれ＝日本人」が一体となって
選手を応援しているという「物語」が構築され
ていた。同時に、スポーツ報道で近年強まって
いる選手の生き様にスポットをあてるヒューマ
ン・インタレスト・ストーリーも確認できた。
それは、家族愛や師弟愛、あるいは困難を克服
する「物語」として描かれることによって、社
会の規範やあるべき姿として構築され、人びと
の意識に埋め込まれることになる。
　日本人としてのアイデンティティの確認と
いう「公」の「物語」と、選手個人の「物語」
は、別の方向を向いているように思えるが、必
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ずしもそうではない。阿部潔は、ナショナルな
ものと個人的なヒューマンインタレストにもと
づく取り上げ方は地続きであることを指摘して
いる。選手やチームの頑張りは、「われわれの
代表」「私たちの仲間」というナショナルな位
相で描かれているのであり、「私たち＝日本人」
の物語として表象されたものに触れることによ
って「私たち＝日本人」からなる「感動の共同
体」が再生産されていく（阿部　2008：89－
90）。
　なお、ニュースにおいて、競技が伝えられる
時のにぎやかなモードと中国国内の問題を取り
上げる時の重々しいモードという使い分けが番
組でなされていたことも指摘しておきたい。選
手の活躍ぶりを伝える時は、賑やかなＢＧＭが
流れるなかでキャスターの笑顔がこぼれ、はし
ゃぎながらのトークが繰り広げられたが、中国
国内の問題にニュースが移ると、とたんにＢＧ
Ｍがなくなり、キャスターも真剣な表情に変わ
って中立で客観的なニュース報道を読む口調と
なっていた。
　北京オリンピックは、世界のアスリートが集
う華やかなオリンピック、それと同時に、中国
の人権軽視の姿勢が世界各国から非難を受ける
なかでの開催で、厳しい警護を伴ったオリンピ
ックでもあった。両者ともに今回の北京オリン
ピックの姿であり、メディアはオリンピックの
「明」と「暗」を描き出した。
　最後に、今回も繰り返された「物語」化した
五輪表象の課題について考えてみる。メディア
は「物語」を提供する役割を担う。ただし、ス
ポーツを単なるヒューマン・インタレスト・ス
トーリーに仕立て上げてしまっていいのだろう
か。阿部潔がいうように、友情物語や家族物語
の強調はスポーツ選手の「凄さ」を「感動」へ
と回収してしまう危険性を秘めている（阿部　
2002：126）。
　スポーツジャーナリストの玉木正之は次のよ
うにいう。
　オリンピックで日本人選手がメダルを数多く
獲得すれば喜び、少ないと悲しみ、さらには怒
り、そして刹那的な興奮を呼び起こすだけで、
すべては過去のこととして忘れさられる、
　そのような消費されるだけのスポーツを大量
に生み出し、次々と消費させているのがテレビ
というメディアであることは疑う余地がない
（玉木　2008：41）。
　果たして、玉木がいう消費させるだけのスポ
ーツではない報道の仕方というものは可能なの
であろうか。物語化、ドラマ化するスポーツ報
道のあり方について今後も継続して考察してい
きたい。
〈注〉
1 　 人びとが斎藤投手に向けるまなざしの背後に
は、日本人全体が保有している高校野球観が
あり、斎藤投手はそれを体現する古きよき日
本人であると同時に、現代性も持ち合わせた
好青年としてメディアに表象されている。こ
うした斎藤投手の魅力に触れているものの一
例として、エッセイストの中野翠が著した『斎
藤祐樹くんと日本人』（2007）がある。
2 　 なお、スポーツにおけるナショナリズムを香
山リカは「ぷちナショナリズム」と呼んでい
るが、これは信念を持った自国中心主義では
なく気分としてのナショナリズムであり、単
なるつながりをもつためのツールとしてスポ
ーツが機能するものである（香山　2002）。ス
ポーツによるナショナリズムのもつ意味につ
いてはさらに詳細な研究が必要であろう。
3 　 ハードニュースとソフトニュースの区分につ
いては、統一的な見解があるわけではないが、
これまでの研究で用いられた区分によると、
ハードニュースが政治や経済、社会などの公
の出来事、ソフトニュースが文化、話題、ス
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ポーツ、気象などでヒューマンインタレスト
に焦点を当てたトピックを含んでいるものと
されている（山本　2007：49－50）。
4 　 各番組（大会期間中）の開始時間と終了時間
は新聞のテレビ欄によると次の通りである。
　　 「報道ステーション」（テレビ朝日系）
　　　　　　　　　午後 9 時54分～午後11時10分
　　 「NEWS23」（TBS系）
　　　　月～木曜　午後10時54分～午後11時50分
　　　　金曜　　　午後11時30分～午前 0 時35分
　　 「NEWS　ZERO」（日本テレビ系）
　　　　月～木曜　午後10時54分～午後11時58分
　　　　金曜　　　午後11時30分～午前 0 時25分
　　 ただし、オリンピック期間中は特別編成のこ
ともあり、時間がずれたり番組そのものが休
止となる場合もあった。なお、今回の分析対
象のニュースを選択する際には、公共放送で
あるNHKのニュース番組についても分析を行
い民放との差異を明らかにすることも重要で
あるが、NHKで夜 9 時から放送されている「ニ
ュースウオッチ 9 」の場合、五輪中継とニュ
ースの放送時間が重なることが多く、番組そ
のものが放送されることが少なかったために
外した。
5 　 キャスターのコメントの機能として、視聴者
の取り上げたトピックの受け止め方（解釈枠
＝フレーム）を提供する役割が指摘されてい
て、村松賢一は、キャスター同士のやりと
りが「視聴者がフレーミングを行う際のモデ
ルとして映るのでは」と述べている（村松　
2005：17）。
6 　 この後の 8 月14日に北島選手は200メートル
でも金メダルを獲得するが、その日の「NEWS 
ZERO」では、「アテネからの 4 年間は自分と
の戦いだった」として、ストロークの改善、
ウエイトトレーニングの導入など試行錯誤し
ながら金メダルを獲得したという「物語」が
語られている。
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